
人
口
減
少
で
国
家
の
繁
栄
は
絶

対
に
あ
り
得
な
い
。

日
本
は
縮
小
国
家
、
先
の
暗
い
国

で
は
な
か
っ
た
。

う
そ
つ
き
民
主
党
で
日
本
が
崩

壊
の
淵
に
立
っ
た
。
八
つ
裂
き
で

も
足
ら
な
い
。
法
の
支
配
以
前
、

道
義
的
に
許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。

政
権
は
若
者
を
含
め
て
、
何
人
殺

し
た
で
し
ょ
う
。

結
果
は
奈
落
？
へ
の
「
一
強
他

弱
」
で
す
。

法
治
国
家
以
前
に
、
日
本
文
化
に

伝
統
が
あ
っ
た
の
で
す
。

作
ら
れ
た
法
に
抵
触
し
な
け
れ

ば
、
何
で
も
許
さ
れ
、
責
任
は
一

切
な
い
。
利
権
、
既
得
権
益
に
対

し
何
の
矛
盾
を
感
じ
な
い
人
が
実

に
多
く
お
い
で
ま
す
。

果
た
し
て
こ
れ
が
「
公
平
」
な
社

会
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な

社
会
が
世
界
に
対
し
力
を

持
つ
と
、
ど
う
な
る
の
か
。

き
っ
ち
り
と
息
の
根
を
止

め
な
い
限
り
は
、
社
会
に

害
毒
を
流
し
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

国
民
に
よ
っ
て
立
つ

「
業
界
」
で
あ
る
限
り
、

本
来
対
峙
す
べ
き
社
会
的

使
命
の
筈
で
す
。

正
社
員
が
既
得
権
益
に
隠

れ
、
利
を
貪
る
構
図
に
見

え
ま
す
。

税
経
新
人
会
発

行
「
税
経
新
報
」

９
月
号
の
巻
頭
で
、

新
理
事
長
で
す
ら
、

税
理
士
法

52条
の

無
償
独
占
権
の
擁

護
を
主
張
さ
れ
て
お
い
で
ま

す
。正
に
既
得
権
益
、
業
界
全

体
が
利
権
構
造
そ
の
も
の
に

見
え
て
き
ま
す
。

平
和
憲
法
９
条
は
別
と
し

て
、
国
民
を
阻
害
し
既
得
権

益
に
浸
る
勢
力
と
い
っ
た
い

何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

無
償
独
占
は
オ
ー
プ
ン
な
世

界
大
競
争
で
、
特
異
な
規
制

や
制
度
で
し
ょ
う
。
世
界
で
戦
え

な
い
本
来
取
り
除
か
れ
る
べ
き
進

化
？
の
「
ガ
ラ
ケ
イ
」
で
し
ょ
う
。

日
本
の
衰
退
は
自
明
で
す
。

日
本
で
は
江
戸
中
期
ま
で
男
女

仕
事
の
分
担
が
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
女
性
は
ひ
ら
が
な

文
化
、
男
性
は
漢
字
文
化
で
し
た

が
、
江
戸
中
期
に
経
済
が
発
展

し
、
超
せ
わ
し
な
い
世
の
中
に

な
り
、
女
性
が
農
作
業
や
商
業

に
携
わ
る
動
き
が
出
て
き
た
。

庶
民
の
家
が
成
立
、
そ
れ
ま
で

バ
ラ
ッ
ク
で
台
所
が
な
か
っ
た

の
が
形
成
さ
れ
家
の
維
持
に
知

識
と
努
力
が
必
要
に
な
る
。
こ

の
時
代
に
、
男
の
漢
字
文
化
が

必
然
的
に
女
性
に
広
が
っ
た
。

ま
た
実
際
江
戸
時
代
の
女
性

の
中
に
は
、
現
在
の
松
坂
屋
百

貨
店
と
な
る
松
坂
屋
の

10代
当

主
ウ
タ
の
よ
う
に
、

20代
前
半

で
当
主
と
な
っ
て
、
江
戸
進
出
の

原
動
力
に
な
っ
た
。
「
貞
女
二
夫

に
ま
み
え
ず
」
と
い
う
貞
操
観
念

か
ら
、
日
露
戦
争
な
ど
の
戦
争
未

亡
人
が
再
婚
も
出
来
ず
、
子
ど
も

を
抱
え
苦
労
し
た
と
い
う
話
を
聞

く
。
し
か
し
、
1
7
9
9
年
ま
で
の
大

名
百
家
、
旗
本
百
家
で
の
女
性
の

離
婚
率
は
約

11％
。
再
婚
率
も

59

％
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
で
は
離

婚
が
増
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
離
婚
率
は
平
成

14年
で
も
約

2.3％
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
か

に
江
戸
時
代
、
離
婚
、
再
婚
に
抵

抗
が
な
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

離
婚
そ
の
も
の
で
も
、
夫
の
一
方

的
な
恣
意
で
は
な
く
、
今
と
同
じ

協
議
離
婚
が
殆
ん
ど
で
し
た
。

現
代
は
極
超
千
分
の
一
秒
で
取

引
の
時
代
、
女
性
無
く
し
て
国
が

存
続
し
な
い
。
税
務
署
の
職
場
で

は
現
在
女
性
の
割
合
は
１
６
・
５

％
。
採
用
も
全
体
で
、
政
府
目
標

の

30％
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

女
性
の
進
出
で
日
本
に
未
来
が

見
え
て
来
る
、
女
性
次
第
で
す
か
？
。
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相
続
税
は
、
ま
ず
は
じ
め
に

税
理
士
の
チ
ェ
ッ
ク
表
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
お
奨
め
し
ま
す
。

○
土
地
株
式
の
評
価
方
法

に
詳
し
い
。

○
税
務
調
査
に
十
分
な
対

応
能
力
が
あ
る
。

○
事
務
所
に
専
門
の
実
績
あ
る

税
理
士
が
い
る
。

○
相
続
税
や
関
係
通
達
、
政
令

に
精
通
し
て
い
る
。

○
節
税
対
策
の
安
全
性
を
法
令

で
常
に
確
認
し
て
い
る
。

○
相
続
税
対
策
全
体
で
節
税
や

納
税
対
策
を
し
て
い
る
。

○
家
族
人
間
関
係
に
、
十
分
目

配
り
や
気
配
り
が
出
来
る
。

○
相
続
関
係
、
弁
護
士
な
ど
専

門
家
人
脈
が
あ
る
。

○
全
て
の
財
産
を
相
談
で
き
る

安
心
感
が
あ
る
。

○
実
績
が
豊
富
で
あ
る
。

申
告
書
の
作
成
相
談
に

つ
い
て
、
以
上

10項
目

が
税
理
士
の
相

続
税
申
告
相
談

チ
ェ
ッ
ク
表
で

す
。


